
お取引先様との窓口となる資材部門では、買う側の論理、強者の論理を戒め、絶えず公明正大に購買活動を行うため、
「資材は会社の顔　常に公明正大であれ　我々資材は感謝の心を常に持ち、謙虚に反省し、さらに努力する事により、
信頼される存在価値のある資材になろう。」を理念に掲げ、購買活動を実施しています。

　京セラでは、お取引先様を「良きパートナー」として位置づけ、
相互に切磋琢磨し、ともに成長することを大切にしています。
お取引先様からさまざまな改善について積極的にご提案を
いただくなど、お互いに知恵を絞り、品質、環境、納期、コスト
の改善を推進しています。
　また、京セラの取引に関する基本的な考え方をより深くご
理解いただくためにお取引先様へ積極的に訪問したり、さま
ざまな機会にコミュニケーションをはかるなど、相互信頼にもと
づくパートナーシップの構築に取り組んでいます。

　京セラでは、お取引先様に京セラグループの経営方針、
事業方針などをご理解いただき、今後のさらなるご協力をお
願いするため、お取引先様をお招きしたサプライヤーセミナー
を毎年開催しています。２０１１年は、３月に横浜で開催し、１７５
社２６９名の皆様にご参加いただきました。セミナー後に開催す
る懇親会では、お取引先様と直接意見交換を行うとともに、ここ
１年間の取引において、品質・価格・納期などで特にご協力をい
ただいた４社のお取引先様に表彰を実施させていただきました。
　３月後半以降、京都・鹿児島地区で予定していたセミナー
は、東日本大震災の影響により中止しましたが、お取引先様
への情報提供と信頼関係構築の場として、今後も引き続きこ
のセミナーを開催する予定です。

　京セラでは、下記に示す選定方針を定めています。新規
にお取引を希望される場合には「会社概況」「環境関連活動
状況調査表」をご送付いただくとともに、各種調査結果を選
定方針にもとづいて評価し、選定を行っています。
　また、継続的にお取引いただいているお取引先様にも同様
の調査と評価を行い、見直しを進めています。

お取引先様との関係

サプライヤー選定方針

　京セラが、法令遵守・環境保全などCSRに関する体制づく
りと各種施策を実施する中、その活動をさらに推進するため
には、お取引先様のご協力が不可欠になってきました。
　そこで、「サプライチェーンCSR推進ガイドブック」を作成し、
お取引先様に送付することにより、京セラのCSRに対する考え
方をご理解いただくようにお願いしています。また、2009年度
からの新規お取引先様には、「サプライ
チェーンCSR調査票」にご回答いただき、
CSRへの取り組み状況の現状把握を
させていただいています。
　今後は、お取引先様が「サプライチェーン
CSR推進ガイドブック」の記載項目につ
いてさらに積極的に取り組んでいただ
けるよう、諸活動を進めていきます。

サプライヤーセミナー
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● 京セラグループの基本的な考え方をご理解いただけること。
● 経営者ご自身の考え方や経営理念が、納得できるものであ
ること。

● 経営力、技術力、製造力の向上をめざし、規模、財務面にお
いて適切で安定した経営状況であること。
（例.VA※1/VE※2提案能力）
● 品質、価格、納期、サービス対応力など総合的に優れている
こと。
（例.ISO9000シリーズもしくはそれに準じる品質管理シス
テム、リードタイム削減活動）

● 地球環境保全活動に積極的であること。
（例.ISO14001の取得）
※1 Value Analysis （価値分析）
※2 Value Engineering （価値工学）

社会性報告

お取引先様とともに

京セラグループは、常に新しい技術を探求し、高品質で高性能な製品を提供し続け、「人類、社会の進歩発展に貢献する」
という理念を掲げて企業活動を行っています。今後も「企業は社会の公器である」との認識に立ち、事業のみならず、さまざまな
社会貢献に積極的に取り組んでいきます。

学術・研究支援

　「人のため、世のために役立つことをなすことが、人間として
最高の行為である」という創業者である稲盛和夫の理念にもと
づき、1984年に（財）稲盛財団（現：公益財団法人稲盛財団）が
設立されました。同財団により運営されている京都賞は、「先端
技術」「基礎科学」「思想・芸術」の3部門において、すばらしい功
績をあげた個人、グループを顕彰する国際賞であり、受賞者に
は、それぞれディプロマ（賞状）、京都賞メダル、賞金5千万円が
贈られます。
　授賞式のほか、受賞者の皆様による記念講演会や、参加者
が受賞者を囲み活発な意見交換を行うワークショップ、受賞者
による高校特別授業、小学生と交流するキッズ・イベントなど、
多彩な青少年育成プログラムが実施されています。
　2011年で27年目を迎える本年も、京セラグループはその
趣旨に賛同し、積極的に支援しています。

稲盛財団「京都賞」への支援

社会性報告

社会とともに

2010年度受賞者

稲盛フロンティア研究センターが入る
稲盛財団記念館

稲盛・京セラファインセラミック館

京都賞授賞式

山中伸弥博士（2010年度受賞者）
による高校特別授業

　心と技術の調和に貢献する研究活動や若手研究者の交流
と育成を目的として、九州大学に創設された稲盛フロンティア
研究センター。京セラは同セン
ターの設立趣旨に賛同し、
2008年より奨学寄付金を贈呈、
その運営を支援しています。

九州大学「稲盛フロンティア研究センター」の運営を支援

　経営哲学の体系化を行うと同時に研究者を養成する目
的で、2007年、「京セラ経営哲学寄附講座」が京都大学経営
管理大学院に設けられました。
京セラは、普遍的な経営哲学
や企業倫理を有する実務家の
輩出を支援しています。

京都大学「京セラ経営哲学寄附講座」運営を支援

「京セラ経営哲学寄附講座」シンポジウム

　2005年、セラミックスやガラスの教育・研究で世界的に
名高いアルフレッド大学（米国ニューヨーク州）に寄付を行い、
それを機に、同大学の工学部が「稲盛和夫工学部」と命名
されました。2011年5月には、京セラが今日まで培ってきた
技術・製品を展示する「稲盛・
京セラファインセラミック館」
が新たに開館しました。

米国アルフレッド大学への寄付
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